
学校関係者評価 改善方法

〇定期試験における基礎学力
〔知識〕の正答率６０％以上
の生徒の割合【５教科対象】

Ａ…７０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務
部

Ｃ
56.9
％

昨年度の１学期の結果53.0％に対し、今年度１学
期の結果が56.9％と、わずかではあるが全体の平
均が上がってきている。全教科で取り組み方を共
有し、意識的に生徒に働きかけた成果が表れ始め
ている。今後は、学習の仕方について各教科から
アドバイスできるよう考えている。

○学校評価に係る生徒アン
ケート〔７月・１２月〕の項
目「グループ活動での関わり
を大切にしている」と答える
生徒の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務
部

Ａ
94.4
％

ペアやグループの活用については、各教科で活発
に取り入れており、生徒の側も、相手に配慮をし
ながら活動することができている。すぐに学力の
向上に反映されるものではないが、授業への意欲
づけとしても有益であるので、今後は研修等をと
おして、グループ活動の質をさらに発展させた
い。

○学校評価に係る生徒アン
ケート〔７月・１２月〕の項
目「授業以外の時間を使って
自分から進んで学習した時
間」１時間以上と答える生徒
の割合

Ａ…７０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

教務
部

Ｂ
66.7
％

１学期の生徒アンケートの結果、肯定的評価が
66.7％であった。目標値に徐々に近づいていると
言えるが、それ以上に、さいきっ子カードの記録
から、試験期間中の学習時間が伸びていることが
わかったので、今後は「家庭学習１時間以上の割
合」と、「試験期間中の学習時間」の両方を増や
せるよう働きかけたい。

○学校評価に係る生徒アン
ケート〔７月・１２月実施〕
項目
「自分には、よいところがあ
る」の肯定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導
部

Ａ
84.7
％

生徒アンケート「自分には良いところがある」で肯定的
評価をした生徒が84.7％であった。アセスアンケート等
で生徒一人ひとりをアセスメントし、教員が個に応じた
声掛けをしている。また、日々の授業や行事等で、生徒
の頑張りをタイムリーに評価している。今後も生徒の頑
張りを見つけて声をかけていく。

○学校評価に係る生徒アン
ケート〔７月・１２月実施〕
項目
「自分のやったことで人から
喜んでもらったことがある」
の肯定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導
部

Ａ
93.3
％

生徒アンケート「自分がやったことで人から喜んでも
らったことがある」で肯定的評価をした生徒が93.3％で
あった。１学期は体育祭に向けてボランティア活動をし
たり、学活等で仲間の良いとこ探しをしたりして、お互
いを認め合う活動をしている。２学期は文化祭で学年を
超えた交流を計画する。

○学校評価に係る生徒アン
ケート〔７月・１２月実施〕
項目
「みそあじを実行している」
の肯定的評価の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…６０％以上
Ｃ…４０％以上
Ｄ…４０％未満

生徒
指導
部

Ａ
89.3
％

「みそあじ」に関するアンケートで、肯定的評価をした生徒
は89.3%であった。「みだしなみをいつも整えている、気をつ
けている」「時間いっぱいそうじをしている、だまって掃除
している」「自分から先生や地域の人に挨拶をしている」
「時間を見て行動している」と答える生徒がいた。中でも、
「時間を守って行動している」と答えた生徒が多い。引き続
き生徒会活動（みそあじレンジャー）等で「みそあじ」を意
識させるような活動をしていく。

○不登校生徒数を２０％減少
させる。
〔令和４年度１７人
　　　⇒　１０人以下に〕

Ａ…１０人以下
Ｂ…１１人以下
Ｃ…１２人以下
Ｄ…１３人以上

生徒
指導
部

Ｃ
12人

８月末での不登校生徒は、１年生３人、２年生５人、３
年生４人である。そのうち、今年度新たに不登校生徒と
なったのは、３年生１名で、他１１名は昨年度も不登校
であった。不登校の要因は様々で対応が非常に困難であ
るが、学校とのつながりを保つために、教員とSSWが連
携を図って対応していく。

○学校評価に係る生徒アン
ケート項目〔７月・２月実
施〕「佐伯中学校の学校生活
に満足している」に対する肯
定的回答の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…７０％以上
Ｃ…６０％以上
Ｄ…６０％未満

教頭
Ａ

91.4
％

肯定的評価の理由としては、同級生や先輩後
輩、先生との人間関係が良好であることを挙
げている生徒が一番多かった。否定的評価の
理由としても人間関係を挙げている人がい
た。今後も人間関係を良好にする取組を進め
ていく必要がある。

○学校評価に係る保護者アン
ケート項目〔７月・２月実
施〕「佐伯中学校の教育活動
に満足している」に対する肯
定的回答の割合

Ａ…８０％以上
Ｂ…７０％以上
Ｃ…６０％以上
Ｄ…６０％未満

教頭
Ａ

90.8
％

肯定的評価の理由としては、我が子が楽しく
学校に通っていることや学校と家庭の連携を
密にしていることが挙げられていた。否定的
評価の理由としては、学力をもっと生徒につ
けさせてほしいとの回答があった。学力の定
着に向けた更なる取組を進めていきたい。

〇時間外勤務時間が月平均４
５時間を超える教職員を０人
にする。

Ａ…０人
Ｂ…１～７人
Ｃ…８～１１人
Ｄ…１２人以上

教頭
Ｂ
６
人

指標に対する月別人数は、４月１０人、５月
８人、６月６人、７月６人、８月０人であっ
た。下校時刻１８時より早く帰ることができ
る時は、職員も早く帰ることができるので、
そのような日を増やす等をしていく。

生徒会の取組
「みそあじ」の実行

不登校生徒の減少
《市教委の重点施策
に基づく重点目標》

保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り

生徒の学校満足度の
向上 ○自己肯定感・自己有用感の

高揚
○提出物の提出や配布物の受
け渡しの徹底
○「みそあじ」の徹底
○学校行事や生徒会活動の活
性化
○教室の環境整備
〇迅速で丁寧な保護者連携
○働き方改革（時間外勤務の
削減）

保護者の学校満足度
の向上

時間外勤務の削減
《市教委の重点施策
に基づく重点目標》

改善方法

【

知
】

確
か
な
学
力
定
着
の
推
進

◎基礎・基本の
確実な定着

○【令和５年度研究主題】
「主体的に学び続ける生徒の
育成～基礎学力の定着と振り
返りの充実を通して～」に基
づき、次のことに重点的に取
り組む。
・授業の中における学び合い
を促進させる指導法の工夫改
善〔ＩＣＴ機器
（chromebook）の活用〕
・家庭学習の習慣化を図る取
組の工夫
〔さいきっ子カード〕
〔毎日トレノート等の活用〕

家庭学習の充実
《小中連携による共
通目標》

【

徳
】

豊
か
な
心
の

育
成

自他のよさを認め合
う「自己肯定感」
「自己有用感」の育
成

《市教委の重点施策
に基づく重点目標》
《小中連携による共
通目標》

○生徒指導の充実を図るた
め、次のことに重点的に取り
組む。

・年２回のアセスの実施と分
析、学級経営への反映
・学校行事や生徒会活動等を
中心に、「達成感・成就感を
味わうことができる活動」の
場の設定と充実
・生徒会活動の充実
（みそあじの進化・発展）
・感謝と貢献する気持ちの醸
成と実行

【

体
】

健
や
か
な
体

の
育
成

進捗状況分析・今後の取組
（８月）

最終
２月

達成
度

評価
５段
階

結果と課題の
分析

コメント

５　経営目標・評価項目・評価・達成状況　（◎は重点目標）

　　　　　　評価計画 自己評価

中期経
営目標

短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 担当
中間
８月

令和５年度　学校評価自己評価表:計画表　　廿日市市立佐伯中学校

１　校訓　　　　　　　  　「自律」

２　学校教育目標　　　「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」

３　学校経営目標　　　知・徳・体の基礎・基本を土台に、夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒を育成することで、地域から信頼される学校づくりを推進する。

４　学校経営方針　　　夢や目標に挑戦する、知・徳・体の調和した生徒の育成のために、「錬成」「連携」「感謝」をキーワードに、次のことを重点的に取り組んでいく。


